
License Numberについて
　　お買い上げいただいたライセンスはLicense NumberによってVI社に管理されております。変更(再発行)
　申請時にはお買い上げ時にお伝えしたLicense Numberを必ず申請書に記入していただくようお願いいたし
　ます。おわかりにならない場合は弊社までお問合せください。

Amira 3.1でのComputerIDの取得方法

問合せ先：　株式会社マックスネット
� � 電話: 03-5318-6626　FAX: 03-5318-6627
� � 電子メール:　info@maxnt.co.jp
� � Web URL: http://www.maxnt.co.jp/

 

○ComputerIDの取得方法

インストール後初回起動時にAmira License Manager
が起動します。その右端に"HostIDとして表示されま
す。

AM31VI
Amira(3.1)のライセンスパスワードについて

新規申請
　　下記の「Amira 3.1でのComputerIDの取得方法」に従い使用するマシンのComputerIDを取得し、
　別紙申請書にて申請してください。なお、保守が切れている場合（お買い上げから１年を経過し
　ているか、保守契約未締結）は所定の手数料を申し受けますのでご了承ください。

変更（再発行）申請
　　Amira(3.1以降)のライセンスパスワードはマシンに付いているLANインターフェンスのMACアドレス
　に基づいたMCScomputerIDに対応して作られていますので、以下の場合にのみ再発行いたします。新規
　申請同様下記の「Amira 3.1でのComputerIDの取得方法」に従い使用するマシンのComputerIDを取得し
　別紙変更申請書にて申請してください。

　１：　マシンの用途変更、アップグレード等で変更の場合。
　２：　マシンを修理してMACアドレスが変わった場合。
　３：　LANインターフェンスを増設または撤去してAmiraが認識するMACアドレスが変わった
　　　　場合。
　（Amira3.0以前と異なり、Cドライブのフォーマットや交換の場合は再申請の必要はありません。)
　　
　　再発行に際しては、新規申請同様保守が切れている場合（お買い上げから1年を経過しているか、
　保守契約未締結）は所定の手数料を申し受けますのでご了承ください。

VI社製Amiraのライセンスは「マシン固定」のライセンスです。ライセンスパスワード要求時に
申請されたマシンでのみ使用することができます。



CHANGE OF PASSWORD
REQUEST DOCUMENT

For Amira Release 3.1 and later

Extensions, if any:

ライセンスパスワード変更[兼バージョンアップ]申請(Amira3.1以降)

Ver.

Amira
拡張機能

Contact: E-mail: 

Address:

 

Tel: Fax:

部署名：

担当者名：

所在地：

Date:  

必要事項をご記入の上、下記までFAXにてお送りください。（申請手続きはFAXでのみ受付けます。）

送付先：　株式会社マックスネット
　　　　　電話 03-5318-6626　FAX 03-5318-6627

申請者署名

ComputerID:

Organization/Unit:

会社/団体名:

Company:

電子メール：

電話： FAX：

顧客(使用者)情報 - 和文表記

+81- +81-

JAPAN

顧客(使用者)情報 - 英文表記

License No.:
ライセンスNo.

Authorized Signature:
申請日

旧システム情報
Current Designated System  

新システム情報
New Designated System

/ /

Software Version:
製品バージョン Amira Amira Ver.

System and O.S.:
使用機種名/OS

AmiraDEV

AmiraMOL

AmiraDECONV

AmiraVR

Additional graphics node for VR

Additional graphics pipe for VR

VI社製Amiraのライセンスは、「マシン固定」のライセンスです。別紙条件に適合する場合、使用するマシン
を変更することができます。別紙要領に従い新たに使用するマシンのMCScomputerIDを取得して変更を申請し
てください。お手数ですが顧客情報は和文および英文共に記入していただくようお願いいたします。

申請者は旧システムに導入したVI社製Amiraの全てを消去し、今後そのシステムに導入しないことを
約束いたします。

Software:
製品名




